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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＣＤＭＡ送信機において、
　フレーム構造を形成する手段であって、前記フレーム構造の各フレームは当該送信機に
のみ用い、等しい長さのタイムスロットに分割されている、フレーム構造を形成する手段
と、
　フレーム毎に可変のデータ量で複数のフレームを伝送する手段であって、前記複数のフ
レームのうちの少なくとも１つのフレームにおいては全ての前記タイムスロットがデータ
の伝送に用いられ、前記複数のフレームのうちの少なくとも他の１つのフレームにおいて
は一部のタイムスロットだけが時間圧縮されたデータの伝送に用いられるようなビットレ
ートで複数のフレームを伝送する手段であり、前記データの伝送に用いられるタイムスロ
ットは連続し、これら連続するタイムスロットの数は伝送すべきデータ量に依存する、手
段と、
　一定のチップレートを持つ符号シーケンスを用いて前記伝送されるデータを拡散する手
段とを有することを特徴とする、
　ＣＤＭＡ送信機。
【請求項２】
　送信機のためのＣＤＭＡ伝送方法において、
　フレーム構造を形成するステップであって、前記フレーム構造の各フレームは当該送信
機にのみ用い、等しい長さのタイムスロットに分割されている、フレーム構造を形成する
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ステップと、
　フレーム毎に可変のデータ量で複数のフレームを伝送するステップであって、前記複数
のフレームのうちの少なくとも１つのフレームにおいては全ての前記タイムスロットがデ
ータの伝送に用いられ、前記複数のフレームのうちの少なくとも他の１つのフレームにお
いては一部のタイムスロットだけが時間圧縮されたデータの伝送に用いられるようなビッ
トレートで複数のフレームを伝送するステップであり、前記データの伝送に用いられるタ
イムスロットは連続し、これら連続するタイムスロットの数は伝送すべきデータ量に依存
する、ステップと、
　一定のチップレートを持つ符号シーケンスを用いて前記伝送されるデータを拡散するス
テップとを有することを特徴とする、
　送信機のためのＣＤＭＡ伝送方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＤＭＡ送信機および該送信機のためのＣＤＭＡ伝送方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）に基づく伝送システムの場合、種々異なるユーザの信号
が１つの共通の周波数帯域に同時に切り換えられ、１つの共通の搬送波周波数を用いて交
換接続される。符号分割多重接続システムは広帯域化技術に基づくものであり、つまり伝
送すべき信号が、信号伝送に最小限必要とされる周波数よりも著しく広い周波数帯域にわ
たって拡散される。帯域が広がることにより、符号分割多重接続システムは一般に干渉に
対し著しく強くなる。
【０００３】
　符号分割多重接続システムにおいて周波数帯域を広げるために、伝送すべき各（ペイロ
ード）ビットが、送信機と受信機により取り決められた符号語で乗算される。符号化すべ
きペイロードデータシーケンスのビット相互間を区別するため、この符号語の１つのビッ
トを一般にチップと称する。適切な符号語を使用することにより、基本的に、個々のユー
ザの信号の相互干渉が排除される。
【０００４】
　ＣＤＭＡ技術を用いて所定のビットエラーレートを得るためには、所定の干渉電力は、
伝送ペイロードビットレートにほぼ比例する信号電力を必要とする。たとえば符号化され
た音声伝送、ファクシミリ伝送等のような適用事例に依存して、個々のユーザが種々のペ
イロードビットレートを使用するＣＤＭＡシステムの場合、周波数を経済的に利用すると
いう理由で、ＣＤＭＡ伝送システムに対し必要な周波数帯域幅だけしか負荷を与えないよ
うにするのが望ましい。
【０００５】
　たとえばＷＯ９２／１５１６４号から、可変の帯域幅を得るためにプログラミング可能
なクロック発生器の設けられているようなＣＤＭＡ伝送システムが公知である。このクロ
ック発生器を用いて、選択された各符号語のチップクロックレートがまえもって定められ
る。高いチップクロックレートが選択されればされるほど、拡散伝送信号の合成帯域幅も
それだけ広くなる。
【０００６】
　実際的な理由で、チップクロックレートは、基本クロックレートの整数倍になるように
選定される。したがって上記特許出願の有利な実施形態の場合、帯域幅は１．２ＭＨｚま
たはその倍数である。
【特許文献１】ＷＯ９２／１５１６４号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　本発明の課題は、システムを著しくフレキシブルにできるＣＤＭＡ送信機およびこの送
信機のためのＣＤＭＡ伝送方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によればこの課題は、フレーム構造を形成する手段と、それぞれ元のペイロード
データレートに依存する拡散係数により符号シーケンスを用いてデータを拡散する手段と
、データブロックを圧縮し圧縮データをもつバーストを生成する手段が設けられており、
該手段により、フレーム構造のフレーム中に圧縮データブロックの伝送に使用されない期
間が形成されることを特徴とするＣＤＭＡ送信機により解決される。さらに上記の課題は
、フレーム構造を形成し、それぞれ元のペイロードデータレートに依存する拡散率により
符号シーケンスを用いてデータを拡散するステップと、データブロックを圧縮し圧縮デー
タをもつバーストを生成し、フレーム構造のフレーム中に圧縮データブロックの伝送に使
用されない期間を形成するステップを有することを特徴とする送信機のためのＣＤＭＡ伝
送方法により解決される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　したがって、フレーム中で生じる伝送データを１つのバーストに集中させることができ
、この場合、フレーム長とバースト期間の比は達成される圧縮率を表す。このようにして
、著しく異なりきめ細かく段階づけられる圧縮率を達成できる。著しく高いペイロードデ
ータレートにより、前のように連続的な伝送を行うことができ、したがってフレーム全長
を１つのバーストとして利用できるが、他方、低いレートのペイロードデータによりフレ
ームの１つの区間が用いられる。
【００１０】
　１つのフレーム内のバーストは、フレームに関する開始時点ｔ０ と対応の期間ｔｄ に
より特徴づけられている。これらのパラメータは、システムまたはリンクに依存するよう
に選定できるが、選択可能な拡散により、これに加えて１つのリンク内で変えることもで
きる。たとえば固定局による開始時点ｔ０ の被制御事前規定または送信局自体のための
開始時点ｔ０ のランダムな選択のような適切な手段は、フレームをできるかぎり均一に
満たすことにより達成でき、したがってこれにより周波数のバランスのとれた経済的な利
用がなされる。
【００１１】
　本発明の著しく有利な実施形態の場合、拡散率は元のペイロードデータレートに依存し
て選定される。したがって、種々異なるペイロードビットレートを一定の出力ビットレー
ト－いわゆるチップレート－で表現できる。
【００１２】
　同じペイロードを凝縮された１つのバーストにおいて伝送すべき場合、結果として、時
間圧縮されたペイロードデータのビットレートはバースト長とフレーム長との比に逆比例
して増えるようになる。増加したこのビットレートに対し適切なビットエラーレートを達
成するために、本発明の別の実施例によれば、圧縮率に比例して相応に電力を増加させる
ことが提案されている。
【００１３】
　要するに、拡散率は選択可能でありあるいは可変に設定されるということを、所望のよ
うにバースト期間に対する電力の切り換えに用いる。
【００１４】
　ＣＤＭＡに基づく移動無線の基本的な特徴は、殊に固定局への伝送方向において、同じ
ペイロードビットレートに関する信号を同じ電力で受信することができ、隣接セルのノイ
ズ電力は全受信電力の一部分にしかすぎないといえることである。たとえば小さいセルと
これと重なり合った大きいセルとの間のリンクにおいてはこの条件は満たされない。その
理由は、小さいセルや大きいセルの固定局近くでの十分な電力適合調整は、大きいセルの
著しく大きい伝送電力のために不可能だからである。
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【００１５】
　種々のオペレータは一般に、その無線セル相互間を未整合のまま設置する。このことに
より次のような問題の生じる可能性がある。すなわち、あるオペレータのセル境界が他の
オペレータの固定局の位置と正確に一致してしまうという問題の生じる可能性がある。こ
のような場合、適切な電力適合調整を行うのは不可能である。その理由は、いずれの場合
でも少なくとも固定局においては、ノイズ電力はペイロード信号電力よりも著しく大きい
からである。
【００１６】
　この問題点を解決するため本発明によれば、セルサイズに依存して１つのバーストの開
始位置ｔ０ を選定することが提案される。このようにして、小さいセルが作用するバー
スト領域を、大きいセルが作用するフレーム領域から分離させることができる。したがっ
て、伝送電力がそれぞれ異なることによる干渉は大部分は排除される。各バースト間の境
界は、状況により決定される所要安全距離により定められ、この場合、異なるセルカテゴ
リーにおける無線トラヒック比（小さいセル対大きいセル等）は決定的なパラメータであ
る。
【００１７】
　すべてのセルカテゴリーのためのフレームを同期化すれば著しく単純な解決手段が得ら
れるが、これは適切な設備（たとえばＧＳＭのような移動交換センタ）やシグナリングリ
ンクを用いることによって保証できるものである。
【００１８】
　未整合の種々のオペレータの場合にはフレーム同期を前提としていないため、許容でき
ない干渉が生じる。この問題を解決するために本発明によれば、固定局または移動局にお
いて１つのフレーム内の電界強度を測定することにより、１つのフレーム内でセルごとに
適切なよりよい使用可能時間領域を決定することが提案される。
【００１９】
　有利には、この測定のためにフレームが測定に係わるタイムスロットに分割される。こ
の場合、バーストはたとえば、伝送すべき情報に依存してｎ個の連続するタイムスロット
に及ぶように選定される。特殊な変形は、毎回精確に１つのタイムスロットを割り当てい
ることである。
【００２０】
　移動無線システムは、ダウンリンク（固定局から移動局）とアップリング（移動局から
固定局）の方向を有するデュプレクス伝送に基づくものである。２つの伝送方向は周波数
領域で分離されるか（ＦＤＤ）、時間領域で分離される（ＴＤＤ）。重要さを増すデータ
サービスは、２つの方向でのペイロードビットレートが極端に異なる値を有していてよい
（非対称リンク）点で傑出している。ＣＤＭＡではこれらのリンクのうちのいくつかは、
適合された拡散率を選定し相応に調整された電力で伝送を行うようにして、暗黙的に考慮
されている。しかし非対称性はすべてのセル環境では維持されない。たとえばその理由は
、サービスの範囲には殊に分配サービスが含まれ、無線リソースからの異なる帯域幅を、
２つの送信装置に割り当てなければならないからである。ＦＤＤがたとえばアップリンク
に対しては５００ｋＨｚでありダウンリンクに対しては４ＭＨｚあると仮定する。一般に
周波数領域に対しては、多数のユーザを考慮すべきグローバルなプラニングがなされるの
で、このセットアップはあまりフレキシブルでない。
【００２１】
　本発明のさらに別の実施例で提案されているのは、送信機と受信機との間の送信方向（
ダウンリンク／アップリンク）を時間の関数として分離し、他方、時間の要素を各伝送方
向に対し可変に定めることである。
【００２２】
　時間による分離（ＴＤＤ）が用いられる場合、２つの伝送方向に対しオペレータがその
周波数帯域をいかなる範囲まで用いるかは、局所的に個々のオペレータに委ねられている
。基本原理によれば、２つの方向の平均ビットレートに応じてバースト長を可変に適合調
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整させることが可能である（この場合、付加的に所要ビットエラーレートが考慮される）
。
【００２３】
　この適合調整を個々の各リンクごとに別個に行うことはできない。その理由は、さもな
ければオーバラップしたがって許容できない干渉が固定局でも移動局でも生じてしまうか
らである。このことはどちらにおいても不要である。それというのは、電力を相対的に適
合調整することにより、時折の例外が考慮されるからである。オーバラップは隣接セルに
対しても許容できない。その理由は、隣接する固定局が（移動局よりも大きい送信機電力
を有するかぎり）、移動局の受信に干渉を及ぼす可能性があるし、あるいは固定局の受信
が、周辺に位置する隣接セルの移動局によりセル境界で干渉を及ぼされる可能性があるか
らである。したがって、前述のように適切な１つの共通のコントローラにより２つの方向
の境界の変化を整合させるのが妥当である。このことは別として、近傍のセルを未整合の
ものとみなし、前述の分散形測定手法を実現する可能性が依然として存在する。
【００２４】
　これまで、純粋なＣＤＭＡシステムはすべての事例においてユーザの十分な分離を実現
するには十分ではないことを述べてきた。このため本発明は、時間領域における付加的な
分離を行うことを提案したのである。さらに本発明は、別の代案として、たとえばハンド
オーバを行うために、異なる複数の周波数領域で一時的に通信することを提案している。
【００２５】
　ペイロードデータを同じ内容を有する少なくとも２つのバーストに圧縮すれば、このよ
うにして１つのタイムフレームで同じ情報を１番目の周波数帯域と少なくとも２番目の周
波数帯域で連続して伝送することができる。
【００２６】
　次に、図面に示された実施例に基づき本発明を詳細に説明する。
【実施例】
【００２７】
　図１にはＣＤＭＡ無線システムたとえば移動通信用の無線システムが示されており、こ
のシステムは送信機１と受信機２を有している。送信機１と受信機２はタイムフレームＦ
Ｒ（図２のａ）を用いており、このフレームは等しい長さのタイムスロットに分割されて
いる（図示せず）。各タイムスロット中で１つのペイロードデータブロックが伝送される
。これは、ブロック構造化されたデータを使用すること、つまり連続的なペイロードデー
タ流（たとえばディジタル音声信号）をそれぞれ等しい時間長の複数のデータブロックに
分割することを前提条件としている。したがって、元のペイロード（たとえば音声信号、
ファクシミリデータ、英数字メッセージ等）のデータ伝送レートに依存して、伝送フレー
ムの各タイムスロットごとの伝送のために、異なるサイズのデータブロックを利用可能で
ある。
【００２８】
　伝送すべきペイロードＰＬＤは、ディジタル形式でフレーム発生器１１へ供給される。
フレーム発生器１１に到来したデータ流を、データブロックが後続の拡散器１２へ転送さ
れる前に記憶手段によりブロックごとにまとめて一時記憶することができる。
【００２９】
　ブロック構造化されたデータの処理および一時記憶により遅延が生じるようになる。音
声信号中でこの遅延が目立たないようにするために、この実施例では１０ｍｓのフレーム
長が選ばれた。
【００３０】
　一時記憶された各ペイロードデータブロックを圧縮してｔｄ の期間を有するデータブ
ロックＤＢにすることができ、これはブロックが拡散器１２へ転送されるときにフレーム
発生器１１がデータレートを変えることによって行われる。ペイロードデータブロックと
区別するために、圧縮されたこのデータブロックＤＢを以下ではバーストないしはＣＤＭ
Ａバーストと称する。
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【００３１】
　周知のようにして、バーストのデータビットは拡散器１２において多重ディジタル符号
語で乗算されることにより拡散されるので、これに続いて変調器１３において拡散信号を
変調することにより、拡散されていない信号よりも相応に広い帯域幅を有する信号が発生
する。次にこの拡散信号は電力制御段１４において電力制御を受けてから、加算段１５に
おいて他のチャネルＯＣＨＨと結合されて和信号が生成され、この和信号はアンテナ１６
を介して伝送される。
【００３２】
　１つのバーストの時間長ｔｄ 、１つのフレームのスタートを表す時点ｔ０ 、ならびに
バーストの伝送される送信機電力ｐｔｘは、フレーム発生器１１と電力制御段１４のため
に制御ユニット１０により生成された所定の値である。送信機電力ｐｔｘは、所定の受信
電力ｐが受信機２に現れるように制御される。そしてこの送信機電力ｐｔｘは、所定の電
力ｐが受信機２に到来するように制御される。有利には、送信機電力ｐｔｘは、受信電力
ｐが伝送バーストの選択された伝送レートτに比例するように選ぶことができる。つまり
このことは、１つのバーストの時間長ｔｄ が同じペイロードブロックサイズで短く選定
されれば、制御ユニット１０は、相応に大きくされた受信電力ｐを保証するために、送信
機電力ｐｔｘを相応に大きく選定すべきであることを意味する（図２のｂ参照）。ｐ’，
ｔ’ｄ およびτ’により、異なる受信電力、選択された異なるデータ転送レート、なら
びに異なる時間長がそれぞれ示されている。この実施例の場合、τ＝８ｋｂ/ｓでありτ
′＝１２ｋｂ/ｓである。
【００３３】
　受信機２において、アンテナ２１を介して受信された混合信号が信号分配器２２により
個々の信号処理回路へ分配される。各受信チャネルあるいは加入者ごとに、このような信
号処理回路の１つがそれぞれ設けられている。各信号処理回路において、信号はまず最初
に復調器２３において復調され、周知のように逆拡散器２４においてして逆拡散される。
この場合、チャネルと加入者の区別は、送信機側で用いられた符号語を利用することによ
り行われる。デコーダ２５において、元のペイロード信号ＰＬＤが受信バーストから再生
される。
【００３４】
　ＣＤＭＡに基づく適切な移動無線システムの基本的な特徴は、固定局において、同じペ
イロードビットレートに関して個々の加入者からの信号を、個々の信号の最適な分離を保
証する目的で実質的に同じ電力で理想的に受信できる点にある。しかも、隣接セルから受
信した信号－この信号は以下では総体的にノイズ電力と称する－は、全受信電力の一部だ
けしか形成しない。この状況は、大きいセルと小さいセルにより形成されたＣＤＭＡ無線
システムでは維持できない。その理由は、大きいセルの著しく大きい送信機電力に起因し
て、この大きいセルの隣りに位置する小さいセルにおいて電力の適切な整合調整が不可能
だからである。
【００３５】
　この場合、大きいセルの少なくとも到達範囲Ｆ２ とは区別される小さいセルのための
それらに固有の少なくとも１つの到達範囲Ｆ１ を１つのフレームＦＲ内で定義するため
に、本発明によるコンセプトを利用できる（図３参照）。小さいセルからのペイロード信
号と大きいセルからのペイロード信号が、それらを適切なサブフレームＦ１ とＦ２ でそ
れぞれ伝送できるように圧縮され、バーストが生成される。
【００３６】
　小さいセルのバーストと大きいセルのバーストへ分割することにより、ある小さいセル
の固定局から受信されたノイズ電力は、もっぱら他の小さいセルに制限されるようになり
、ある大きいセルの固定局から受信されたノイズ電力は、もっぱら他の大きいセルに制限
されるようになる。小さいセルのバーストａ，ｂ，ｃは、大きいセルのバーストＸ，Ｙよ
りも低いデータレートで伝送される一方、基本ペイロード信号を同じデータレートにする
ために相応に長いバースト期間が与えられ、その結果、小さいセルのバーストａ,ｂ,ｃの
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伝送には、著しく僅かな送信機電力しか必要ない。したがって、他の小さいセルから受信
したノイズ電力も、たとえその小さいセルが隣接セルであっても、やはり小さくなる。他
方、大きいセルの加入者にとっては、適切に大きくされた電力を用いて高められた圧縮レ
ートを安全に選択できる。その理由は、大きいセルの増大により、隣り合う大きなセルに
おいて等しい保護レートが得られるからである。
【００３７】
　図４には別の不所望なノイズ状況が示されている。この状況の場合、同じ周波数帯域を
利用するがそれぞれ異なる符号だけで加入者を区別する、２つの独立したＣＤＭＡ無線シ
ステムの２つの異なるオペレータＡ，Ｂは、未整合のまま配置された受信局を有している
。オペレータＢがその固定局をオペレータＡの無線セルのセル境界上の配置している場合
、最悪な状況の生じる可能性がある。このため、適切な電力整合調整を行うのは不可能で
ある。その理由は、少なくとも１つの固定局においていかなるレートであっても、他のオ
ペレータに起因するノイズ電力は自身の加入者のペイロード信号の電力よりも著しく高い
からである。＊は干渉を表しており、この場合、干渉電力の和ΣＩがペイロード電力の和
ΣＰよりも著しく大きければ、このことは制御不可能であることを表す。
【００３８】
　互いに独立したオペレータが存在しているときにすべてのオペレータを同期化するのは
、著しくコストがかかる。したがって、上述のように小さいセルと大きいセルのために１
つのフレームを分離したように、他のオペレータと分離して各オペレータごとにサブフレ
ームを形成することは、最も実際的な解決手法であるとはかぎらない。しかし、共通のフ
レームの同期化を行わなければ、許容できない干渉信号が生じてしまう。
【００３９】
　さらに別の実施例の場合、有利には等しい長さであるが互いに無関係に選ばれた各フレ
ームＦＲ中で、個々のオペレータがそのデータを伝送するものとする。有利には、フレー
ムＦＲは等距離のタイムスロットに分割され、他方、各ユーザはバーストモードで操作を
行い、つまり加入者データを伝送するための送信機電力を相応に高めて１つまたはそれ以
上のタイムスロットを用いる。意図的に、全フレーム長をすべては利用しないようにして
ある。このようにすることによって、１つのフレーム中に未使用領域または僅かにしか使
用していない領域が生じる。１つのフレーム内の電界強度分布を測定することにより、各
オペレータの各固定局と、さらに選択的に、関与する移動テーションとが、未使用のタイ
ムスロットを見つけることができ、伝送すべき情報量に依存して複数の連続した空きタイ
ムスロットを伝送のために選択できる（図５参照）。データ伝送レートと送信機電力の選
択により、伝送すべきデータ量を利用可能なタイムスロット数に整合させることができる
。矢印ＡＲ１により、１つのバーストを占有する２つの連続するタイムスロットが示され
ており、矢印ＡＲ２およびＡＲ３により測定後の固有専用状態が示されている。
【００４０】
　さらに別の実施例の場合、固定局から移動局への伝送（ダウンリンク）と、移動局から
固定局への伝送（アップリンク）のために、それぞれ異なるペイロードビットレートが用
いられる（非対称のリンク）。１つのフレームのある程度大きい部分は、比較的高いペイ
ロードレートを必要とする方向のために用いられ、このフレームのその他の部分は他方の
方向のために用いられる。この場合、各サブフレームの時間に依存する境界は有利には所
定の固定値であるので、サブフレームにおいてやはり送信機電力を介して実際に必要なペ
イロードデータレートを適合させることができる。たとえば図６の場合、バーストｄはバ
ーストａ，ｂ，ｃよりも高いペイロードビットレートを有していなければならないが、こ
の場合、ダウンリンクのためのバーストｄの送信機電力は、相応に高められた受信電力で
受信されるように選ばれる。他方、アップリンクのためのバーストＵ，Ｖ，Ｗ，Ｘの受信
電力は相応のデータレートにしたがって制御され、その結果、それらはすべて同じ受信機
電力で固定局により受信される。
【００４１】
　有利には、ＣＤＭＡシステム全体の中でのダウンリンクサブフレームとアップリンクサ
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ブフレームへの分割は同じように選択すべきであって、さもなければ図７に示された干渉
状況に至る可能性がある。図７の場合、オペレータＢは送信機電力が著しく大きいことで
干渉を及ぼし、示された帯域ＸとＹのうち帯域Ｙは接近していることで干渉を及ぼす。ダ
ウンリンクサブフレームとアップリンクサブフレームの幅が異なると、１つの無線セルの
ダウンリンクサブフレームの一部分が他の無線セルのアップリンクサブフレームの一部分
と時間的にオーバラップすることになる。この場合、固定局がそれに隣接する固定局に干
渉を及ぼす可能性があるしあるいは、所属の固定局からの距離が最大であることからいっ
そう大きい電力で伝送しているセル境界上の移動局が、隣接セル内のすぐ近くの移動局に
障害を及ぼす可能性がある。したがってこの場合に有利であるのは、ＣＤＭＡシステム全
体の中でダウンリンクサブフレームとアップリンクサブフレームの同期化された分割を行
うようにするかまたは、前述のように大きいセルと小さいセルが同時に用いられることを
考慮して、空きタイムスロットが占有される前に電界強度測定で多数のタイムスロットに
フレームを分割することである。
【００４２】
　さらに別の実施例の場合、それぞれ異なる周波数帯域で作動する少なくともいくつかの
送信機が存在している。個々の無線セルを互いに区別するために、個々の送信機により伝
送される所定の形式のペイロード信号が設定される。この実施例の場合にはたとえば、呼
び出し中に周波数帯域を変えることが必要になる可能性がある。
【００４３】
　異なるセルのカテゴリーに異なる周波数が割り当てられており、さらに呼び出し中、た
とえば小さいセルから大きいセルへのハンドオーバを行う必要がある場合、大きいセルの
パイロット信号は、目下小さいセルで用いられるパイロット信号とは異なる周波数を有す
るようにする。
【００４４】
　ＣＤＭＡ周波数帯域は最小限の周波数帯域－たとえば５００ｋＨｚ－しか有していない
。その理由はこの場合、符号の重複の効率的な使用を可能にするのに十分な個数の加入者
が同時に利用可能な状況だけだからである。小さいネットワークの各オペレータとは、た
とえばコードレス構内交換網（これらのうち必ず複数の交換網は１つのオフィスビル内に
存在している可能性がある）を未整合のまま用いることで定義されるか、または極端な事
例ではコードレス電話の単一のユーザとして定義されるが、このような小さいネットワー
クの各オペレータに関しては、１つの周波数帯域を各オペレータに対して割り当ているの
は効率的でない。したがってこれらのオペレータは複数の周波数帯域を共有する一方で、
ノイズ状態が変化したときには他の周波数帯域へダイナミックに変化できるようにする必
要がある。
【００４５】
　また、隣接セルへのハンドオーバが望まれるがこのセルは異なる周波数範囲を有するの
を望む状況もあり得る；
　ＣＤＭＡシステムの場合には一般的に、１つの局の固有のセルと近隣のセルとにおいて
同じ周波数範囲を利用できる。しかし、著しく高いペイロードビットレートのために拡散
率が小さくなる場合には、このことはもはや維持されない。この場合にも、他の周波数へ
ダイナミックに変化させる必要がある。
【００４６】
　他の周波数への変更は２つの要件を有する：
－測定ならびに識別動作、たとえばパイロット信号に基づき電界強度の同時測定による近
隣の可能な固定局の認識、またはハンドオーバのための可能な周波数範囲内のノイズ電力
の測定。
－シグナリング情報の交換。このことはいわゆるフォワードハンドオーバとして行われ、
この場合、情報の交換はすでに新しい周波数で行われる。この推移は迅速であり、前方へ
の推移からペイロードをすでに先行の周波数の２倍のレートで伝送でき、他の方向では、
ハンドオーバが正しく受信されれば、終了された先行のリンクでターミネーションが行わ
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れる。この場合の特徴は、２つの周波数で所定の期間にわたりリンクが存在することであ
る。利点は、いかなるペイロードも失われないことである（シームレスハンドオーバ）。
２つめの可能性は、できるかぎり元の周波数でシグナリングを行えることである。この手
法は比較的緩慢である。その理由は、移動体と新たなセルはまずはじめに完全に整合され
ていなければならず、そのあとで切り換えを行うことができるからである。しかし、新た
な周波数を受信するほかに、移動局はアップリンクを照合するためにこの新たな周波数で
伝送もしなければならない。つまり、ペイロードの伝送をシームレスに行おうとするなら
ば、新たな周波数ともとの周波数とで並行した送／受信動作を行わなければならない。
【００４７】
　これらの考察は、時間に関して分割することにも同様にあてはまる。しかしこの場合の
相違点は、２つのタイムスロットの並行した動作のためには１つの送／受信機で十分であ
るがこれは２つの異なる周波数に対しては十分でないことである。
【００４８】
　しかし２つ以上の送／受信機では、殊に移動局においてはコストならびに電流消費が著
しく増加する。したがって、少なくとも単純な（電話）移動体に対してはただ１つの送／
受信機に制限することが望まれる。”コードレステレフォン”として使用するためには、
固定局に対してもただ１つの送／受信機だけを使用するのが有利である。このことは付加
的な選択と考えられる。さしあたり、移動局だけをただ１つの送／受信機に制限するもの
とする。
【００４９】
　ダウンリンクについて：
ａ）セル変更のための候補の識別
　移動無線システムの場合、各固定局がその識別符号（パイロット信号）をパイロットチ
ャネルを介して伝送する信頼性のある方式がある。パイロットチャネルから受信された電
力を測定し識別符号を復号することにより、移動局はセル変更のために必要な情報を得る
。ＣＤＭＡシステムの場合、パイロットチャネルは一般的にそれらの符号により分割され
ており、したがって同じ周波数帯域におくことができる。しかし前述のように、この点に
は例外がある：セルサイズが異なり、複数のオペレータが未整合の環境におかれた場合で
ある。この場合、パイロットチャネルは異なる周波数帯域におかれる。図８には、ただ１
つの送／受信機を用いた解決手段が示されている：ペイロードａ，ｂ，ｃとパイロット情
報ｐｉｌはそれぞれ、時間的に連続するバースト内で伝送される。受信側において、ペイ
ロードを受信する際に異なる周波数帯域のパイロット信号を受信するために周波数帯域を
変えられるようにしなければならない。
【００５０】
　図８の移動体の受信機はまずはじめに周波数帯域Ｘからペイロードバーストｄを受信し
、次に、同じタイムフレーム内でパイロット信号ｐｉｌが周波数帯域Ｙから受信されるよ
うに受信機を変化させる。図８には相対的電力ｐｒが示されている。図８の最上部は大き
いセルにおける伝送状況に関するものであり、図８の中央部は小さいセルにおける伝送状
況に関するものであり、さらに図８の最下部は移動体における受信機に関するものである
。
【００５１】
　図８に示された実施例は有利には、完全に同期化されたＣＤＭＡ無線システムにおいて
用いることができる。非同期ＣＤＭＡ無線システムについては、図９に示された実施例を
推奨することができる。パイロット信号を搬送する無線セル内のパイロット信号ｐｉｌは
、連続するバーストにおいて他のペイロード信号バーストに重畳される。ペイロード信号
バーストを受信すると、受信機は、続いて伝送されるパイロット信号を受信するために他
の周波数帯域に切り換えられる。完全なパイロット信号バーストを受信するために、パイ
ロット信号バースト受信用のタイムスロットは、１つのパイロット信号バーストの少なく
とも２倍の長さでなければならない。
ｂ）周波数変更のための候補の識別
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　この目的で、最も小さい可能な電界強度を有する（したがって予想ノイズ電力が最も小
さい）周波数を見つける必要がある。しかし条件は、電界強度が１つのフレーム期間内で
は著しく過度には変動しないことである（たとえば図８の場合、パイロット信号を使用し
ておらずたまたま同期化されている他のオペレータが所定の周波数で伝送しているとみな
せる）。これには２つの解決手段がある：
－２つのバーストのための送信機電力を最大値と比較する。これはスペクトルの浪費であ
る。あるいは、
－測定をフレーム全体にわたって行えるようにバーストをダイナミックに適合させる。
【００５２】
　図１０のａには、たとえばペイロードデータの伝送が送信機の１つの完全なタイムフレ
ームにわたって行われる実施例が示されている。この場合、次のタイムフレームにおいて
、ペイロードデータブロックが圧縮されて１つのバーストが生成され、その結果、このバ
ーストの受信後、このタイムフレームの残りに対し他の周波数帯域において測定を行うた
めに、受信機に対し十分な時間が生じる。ペイロードデータブロックの圧縮の直接的な結
果は、やはり図１０のａに示されているように、バーストに対し送信機電力が高められる
ことである。図１０のａの上部は送信機に関するものであり、この場合、増加されたデー
タレートが矢印ＡＲ４で示されており、図１０のａの下部は受信機に関するものであり、
この場合、矢印ＡＲ５とＡＲ６とで他の周波数における測定が示されている。
【００５３】
　図１０のｂには、派生した形態が示されている。第２のタイムフレーム中、第２のタイ
ムフレームのためのペイロードデータブロックと第３のタイムフレームのためのペイロー
ドデータブロックの両方が、第２のタイムフレームに割り当てられたペイロードデータブ
ロックの代わりに伝送され、その結果、受信機は第３のタイムフレームをその時点から測
定のために完全に利用できる。図１０のｂの上部は送信機に関するものであり、この場合
、増加されたビットレートが矢印ＡＲ７で示されており、図１０のｂの下部は受信機に関
するものであり、この場合、矢印ＡＲ８で測定が示されている。
ｃ）シームレスハンドオーバの手順
　ダウンリンク上で一時的にオーバラップする伝送は、先行のリンクのペイロードをフレ
ームの一部分に集中させ第１の送信機ＴＡを介して伝送することにより達成できる（図１
に示された実施例参照）。同じ固定局に属するが異なる固定局にも属する可能性のある第
２の送信機ＴＢは、同じペイロードを相補的な部分に集中させる。２つの送／受信機を用
いることにより、上述のようにフレーム全体にわたって同じ送信機電力を有するようにす
ることができる。フレームの細分化は可変にすることができる。このことにより達成でき
るのは、たとえば過負荷のために先行の周波数が放棄された場合、圧縮率が僅かに増大し
たことで送信機電力を僅かに増大する必要があるのに対し、依然として妨害されていない
新たな周波数はいっそう大きい電力を扱うことができ、したがって著しく高い圧縮率を与
えることができる。
【００５４】
　アップリンクについて：
　図１１には、受信機Ｒとさらに別の選択的な充填データＦＤＴＡが示されている。
【００５５】
　ここでは、セル変更のための候補の選択は省略する。
ａ）周波数変更のための候補の識別
　対称なペイロードによる単純なデュプレクスリンクでは、互いに干渉を及ぼす移動体ま
たは固定局がそれぞれ相反する状態にないことから大きな偏移が生じても、アップリンク
またはダウンリンクにおけるノイズ電力に関して所定の相関関係がある。伝送の２つの方
向は、著しく非対称なペイロードビットレートが生じたときにだけ、互いに無関係な作用
を示す。いかなるレートであっても、ダウンリンクのための周波数を伴うノイズ電力を別
個に測定する必要がある。この場合、時間による分割は不要である。その理由は、固定局
は別個の測定受信機を有するものと想定しているからである。
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ｄ）シームレスハンドオーバの手順
　図１２に示されているこの実施例の場合、移動局はハンドオーバ中、１つのタイムフレ
ームにおいて連続する各伝送ペイロードデータブロックを新たな周波数帯域Ｙと元の周波
数帯域Ｘの両方で伝送する。この場合、Ｔは伝送を行う移動体を表す。この目的でペイロ
ードデータブロックは、これがタイムフレームごとに１度伝送されるのではなくタイムフ
レームごとに２度伝送できるように相応に圧縮される。圧縮自体は相応に増大された送信
機電力を必要とする。固定局には、それぞれ各周波数帯域Ｘ，Ｙのために別個の受信機Ｒ
Ａ，ＲＢが設けられている。この２つの伝送は、固定局において周波数の変更が行われて
しまうまで続けられる。図１２には、周波数帯域Ｘにおける先行のリンクＰＬＫ１とＰＬ
Ｋ２、ならびに新たなリンクＮＬＫ１とＮＬＫ２がそれぞれ示されている。
【００５６】
　上述の理由で、各バースト間の境界は可変である。フレーム全体にわたる送信機電力の
等化は不可能である。その理由は、欠けた部分は他の周波数による伝送に必要だからであ
る。そしてこの結果は、１つのフレームにわたるノイズ電力の不均一な分布となる。
【００５７】
　アップリンクとダウンリンクのための統合された手法
　未整合の環境の場合、同じ周波数帯域をあるオペレータはダウンリンクのために用い近
隣の他のオペレータはアップリンクとして用いることを除外できない。この場合、ノイズ
の不均一な分布を、２つの伝送方向に対しいかなるレートにおいても考慮しなければなら
ない。
【００５８】
　固定局にもただ１つの送／受信機だけしかない事例
　前述のようにこのことは特に、コードレステレフォンのためにコスト効率が高い。評価
のために、移動体のために記述された状態を固定局へ伝送する必要がある。基本的なメカ
ニズムはすでに述べた。
【００５９】
　選択的な重畳
　２つの周波数による並行した伝送の可能性を、いっそう長い期間にわたって延長させる
ことができる。この場合、受信側においてよりよい品質の信号を選択することができる。
送信機電力を低減することができ、これは時間平均された和電力がダイバーシチ再生の結
果として１つの周波数による送信機電力よりも小さくできるような範囲まで低減できる。
拡張として、３つ以上の周波数による同時のリンクも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】送信機と受信機を有するＣＤＭＡ伝送システムを示す図である。
【図２】図２のａはＣＤＭＡシステムのフレーム構造を示す図であり、図２のｂは、デー
タレート、バースト期間ならびに受信電力間の相関関係を示す図である。
【図３】小さいセルと大きいセルにおける１つのフレーム内のバースト分布を示す図であ
る。
【図４】同じ周波数帯域で少なくとも２つのＣＤＭＡシステムが部分的に重なり合った場
合の干渉状態を示す図である。
【図５】互いに同期されていない異なるユーザを有するＣＤＭＡシステム内でのバースト
によるフレーム占有状態を示す図である。
【図６】非同期動作（ダウンリンクとアップリンクでデータレートが異なる場合）に適用
した実施例を示す図である。
【図７】干渉の状況を示す図である。
【図８】ペイロード信号とパイロット信号に対し別個のバーストを用いる様子を示す図で
ある。
【図９】非同期セルの場合にペイロード信号に重畳された複数のパイロット信号を用いる
様子を示す図である。
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【図１０】測定タイムスロットを生成するためにペイロードデータブロックの圧縮を用い
る様子を示す図である。
【図１１】ただ１つの受信機しか必要としない場合に異なる周波数帯域でバースト信号を
伝送する２つの送信機を用いる様子を示す図である。
【図１２】２つの別個の受信を必要とする場合に異なる周波数帯域でバースト信号を伝送
するただ１つの送信機を用いる様子を示す図である。
【符号の説明】
【００６１】
　１　送信機
　２　受信機
　１０　制御ユニット
　１１　フレーム発生器
　１２　拡散器
　１３　変調器
　１４　電力制御段
　１５　加算段
　１６　アンテナ
　２１　アンテナ
　２２　信号分配器
　２３　復調器
　２４　逆拡散器
　２５　デコーダ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】

【図１２】
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